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令和元年度 山陽小野田市障がい福祉施策の推進に係る実態及びニーズ調査 

（手帳所持者用）  

結果（概要版） 

 

調査概要 

調査実施： 2019年 11～12月 

調査対象者：20歳～79歳の山陽小野田市手帳所持者 

有効配布数 1123枚 （1125枚郵送し、2件宛所不明で届かず） 

回収数 552枚、 回収率 49.2% 

 

 

回答者（郵送された宛名の方）の年代別性別 

 

 

 

●あなた（郵送
ゆうそう

された宛名
あ て な

の方
かた

）の性別
せいべつ

・年齢
ねんれい

・ご家族
か ぞ く

について 

 

☆主な介助家族は父母・祖父母、配偶者で、高齢化しており、介助者の２割

は健康状態がよくない。 
 

【問
とい

5】 日常
にちじょう

生活
せいかつ

で、あなたを主
おも

に介助
かいじょ

しているご家族
か ぞ く

は誰
だれ

ですか。（1つだけ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介助は受けていない, 

274人, 54%

父母・祖父母, 

102人, 20%

配偶者, 54人, 

11%

子ども, 8人, 2%

兄弟姉妹, 13人, 2%

その他, 58人, 11%
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問
とい

5で「1：介助
かいじょ

は受
う

けていない」以外
い が い

に回答
かいとう

された方
かた

におたずねします。 

【問
とい

6】 その方
かた

の年代
ねんだい

をお答
こた

えください。 

【問
とい

7】 その方
かた

の健康
けんこう

状態
じょうたい

はどうですか。（1つだけ） 

 

主に介助をしている家族は父母・祖父母、配偶者で、50～70代が多く、２割は健康状態

がよくないと回答しており、介助者の負担と、将来の介助の担い手といった問題に取り組

む必要があることがわかります。 

 

 

●あなたの障
しょう

がいの状 況
じょうきょう

について 

 

☆成人になってから発達障がいがあるとわかった人もいる。 

 

【問
とい

10】  

問
とい

9で「1：（発達障
はったつしょう

がいと診断
しんだん

されたことが）ある」に回答
かいとう

された方
かた

におたずねします。

発達障
はったつしょう

がいがあるとわかったのは、どのようなきっかけですか。（1 つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数は少ないが、「就職してから」という回答に加え、「その他」の一部に「自分で」や「他

の疾患治療中に」といった回答があり、成人になってから発達障がいが判明するケースが

あることがわかります。 
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よい, 50人, 

26%

ふつう, 102人, 

54%

よくない, 38人, 

20%

幼児健診や保育園等, 

37人, 43%

家族など身近な人, 

19人, 22%

就職してから, 

4人, 5%

その他, 19人, 

22%

分からない, 7人, 8%
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●あなたの住
す

まいや暮
く

らしについて 

 

☆在宅から施設に入ることを希望する人がいる一方、入所入院から在宅に戻

ることを希望する人もいる。 

 

【問
とい

11】 あなたは現在
げんざい

どのように暮
く

らしていますか。（1つだけ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問
とい

12】 あなたは将来
しょうらい

、どのように生活
せいかつ

したいと思
おも

いますか。（１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜現在の居住状況別の将来の希望＞ 

一人で暮らしている, 

75人, 14%

家族と暮らしている, 

387人, 71%

グループホームで暮らしている, 

20人, 4%

福祉施設で暮らしている, 38人, 7%

病院に入院している, 16人, 3% その他, 9人, 1%

今と同じがよい, 

285人, 54%

一人で暮らしたい, 51人, 10%

家族と一緒に生活したい, 

114人, 21%

グループホームなどを利用したい, 16人, 3%

福祉施設に入所したい, 35人, 7%

病院に入院したい, 12人, 2% その他, 18人, 3%
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一人暮らしや家族と同居中の人では在宅のままを望む人が多いですが、施設への入所や入

院を希望する人もいます。グループホームの 4人に 1人は一人暮らしを希望しています。

施設入所中や入院中の人の中には家族と同居することを希望する人が少なくありません。 

 

 

☆在宅のための支援としては、経済的な支援が最も求められている。 

 

【問
とい

13】 在宅
ざいたく

（入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

や入院
にゅういん

以外
い が い

）で生活
せいかつ

するためや在宅
ざいたく

での生活
せいかつ

を続
つづ

けるため 

には、どのような支援
し え ん

があればよいと思
おも

いますか。（いくつでも） 

   

在宅生活のための支援としては、経済的な負担を減らす支援が最も求められています。 

 

 

●あなたの就労
しゅうろう

について 

 

☆主な収入は年金や生活保護費といった社会保障費という人が半分強。 

 

【問
とい

14】 あなたの主
おも

な収 入
しゅうにゅう

は何
なに

ですか。（1つだけ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会社・自営・家業, 

160人, 30%

年金収入, 

260人, 49%

生活保護費, 

23人, 4%

就労サービス工賃, 

35人, 7%

その他, 54人, 10%

202人

217人
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25人
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在宅で必要な医療的ケアなどが受けられること

障がい者が暮らしやすい住居の確保

必要な在宅サービスが利用できること

生活訓練などの充実

経済的な負担を減らす支援

相談対応などの充実

地域住民などの理解

コミュニケーションについての支援

その他



5 

 

【問
とい

15】 問
とい

14で「１：会社
かいしゃ

勤め
づ と め

や自営業
じえいぎょう

、家業
かぎょう

による収 入
しゅうにゅう

」を選択
せんたく

した方
かた

にお聞
き

き

します。どのような雇用
こ よ う

形態
けいたい

で働
はたら

いていますか。（1つだけ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な収入は年金や生活保護費といった社会保障費という人が半分を超えています。会社勤

めでは正社員より正社員以外の方がやや多くなっています。 

 

 

☆就労のための支援としては、職場での理解が最も求められている。 

 

【問
とい

16】 あなたは障
しょう

がい者
しゃ

が働
はたら

くためには、どのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。

（いくつでも） 

 

就労のための支援としては、職場での理解が最も求められています。 

 

 

 

 

 

 

正社員, 66人, 

41%

正社員以外, 

79人, 50%

自営業・家業, 

10人, 6%

その他, 4人, 3%
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●権利
け ん り

擁護
よ う ご

について 
 

☆障がいがあることで嫌な思いをしたことがある人が半数以上で、嫌な思い

をした場所としては地域・商業施設、仕事場、学校が多い。 

 

【問
とい

18】 あなたは、障
しょう

がいがあることで差別
さ べ つ

を受
う

けるなど、嫌
いや

な思
おも

いをしたことがあ 

りますか。（1つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問
とい

19】 問
とい

18で「1：ある」又は「2：少
すこ

しある」と回答
かいとう

された方
かた

におたずねします。 

 どのような場所
ば し ょ

で嫌
いや

な思
おも

いをされましたか。（いくつでも） 

  

 

 

障がいがあることで嫌な思いをしたことがある人が半数以上で、嫌な思いをした場所とし

ては地域・商業施設、仕事場、学校が多く挙がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある, 167人, 

32%

少しある, 

122人, 23%

ない, 239人, 

45%

77人

115人

37人 30人 39人 45人

118人

21人
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☆成年後見制度の周知はまだまだ。 

【問
とい

21】 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

についてご存
ぞん

じですか。（1つだけ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成年後見制度は、名前も内容も知らないという人が半数近く、周知はまだまだと言えます。 

 

 

 

●災害
さいがい

について 

 

☆災害時、避難先での生活、非難する際の移動、非難情報が伝わらないとい

った不安があり、避難所での様々な困りごとが予想されている。 

 

【問
とい

23】 あなたにとって、災害
さいがい

が起
お

こった際
さい

の不安
ふ あ ん

は何
なに

ですか。（いくつでも） 

 

災害時、避難先での生活、避難する際の移動、避難情報が伝わらないといった不安があり、

特にないという人は少ないです。 

 

 

名前も内容も知っている, 

128人, 24%

名前は聞いたことはある, 

153人, 29%

名前も内容も知らない, 

248人, 47%
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【問
とい

24】 あなたが災害
さいがい

時
じ

に、避難所
ひなんじょ

などで具体的
ぐたいてき

に困
こま

ると思
おも

われることは何
なに

ですか。 

（いくつでも） 

  

避難所などでは、薬や医療、プレイバシー保護、トイレ、コミュニケーションといったソ

フト・ハード両面での困りごとが予想されています。 

 

 

 

●あなたの社会
しゃかい

参加
さ ん か

について 

 

☆現状は買い物や家族友人知人との交流といった日常生活での社会参加が多

いが、旅行やスポーツ運動、文化芸術活動等も希望されている。 

 

【問
とい

27】 あなたは、最近
さいきん

1か月間
げつかん

にどのような社会
しゃかい

参加
さ ん か

をしていますか。 

（いくつでも） 

 

現状は買い物や家族友人知人との交流といった日常生活での社会参加が多くなっています。 
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【問
とい

28】 今後
こ ん ご

どのような社会
しゃかい

参加
さ ん か

をしたい、参加
さ ん か

し続
つづ

けたいと思
おも

いますか。 

（いくつでも） 

 

 

今後の社会参加としては、旅行やスポーツ運動、文化芸術活動等も希望されています。 

 

 

 

●あなたの障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

などの利用
り よ う

について 

 

☆障がい福祉サービスの満足度は高い。 

 

【問
とい

32】 問
とい

31で「1：利用
り よ う

していない」以外
い が い

に回答
かいとう

された方
かた

にお聞
き

きします。 

サービス
さ ー び す

を利用
り よ う

して全体
ぜんたい

としていかがでしたか。（1つだけ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「満足」「まあまあ満足」を合わせると 85%に達し、障がい福祉サービスの満足度は高い

ことがわかります。 

 

 

 

 

244人
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【問
とい

33】 問
とい

32で「３：やや不満
ふ ま ん

」又は「４：不満
ふ ま ん

」と回答
かいとう

した方
かた

にお聞
き

きします。 

不満
ふ ま ん

の理由
り ゆ う

は何
なに

ですか。（いくつでも） 

  

不満の理由としては、「希望する内容のサービスが受けられない」が最も多くなっています。 

 

 

【問
とい

34】 サービス
さ ー び す

を利用
り よ う

して良
よ

かったことは何
なに

ですか。（いくつでも） 

  

サービスを利用して良かったこととして、「家族の負担が減った」「不安や心配が減った」

が多く挙がっています。 
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利用料の負担が多い
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☆今後利用したい支援として、就労支援、日中行先支援が多い。 

 

【問
とい

35】 今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい支援
し え ん

はどのようなものですか。（いくつでも） 

  

今後利用したい支援として、就労支援、日中行先支援が多く挙がっています。 
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●今後
こ ん ご

の希望
き ぼ う

について 

 

☆今後希望されている施策は、経済的支援の充実、在宅サービスの充実、相

談体制の充実。 

 

【問
とい

36】障
しょう

がい福祉
ふ く し

施策
し さ く

について、あなたが重要
じゅうよう

と思
おも

う施策
し さ く

はどれですか。 

（優先度
ゆうせんど

の高
たか

いものを3つまで） 

 

 
 

今後希望する施策として、経済的支援の充実、在宅サービスの充実、相談体制の充実が多

く挙がっています。 

111人

53人

44人

34人

199人

22人
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11人

26人

68人

109人

59人

48人

71人

25人

41人

40人
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32人

88人

74人

85人

17人
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自宅での生活を支援する在宅サービスの充実

障がいのある方、児童の施設サービスの充実

グループホームなど地域で生活するための場所の充実

機能回復や地域生活に必要な訓練の充実

福祉手当・タクシー券の支給などの経済的支援の充実

隣近所などの理解や協力による見守り活動への支援の充実

ボランティアの育成や活動の支援の充実

住民同士がふれあう機会や場の充実

誰もが参加しやすいスポーツ・サークル・文化活動の充実

差別や偏見をなくすための人権教育や広報活動の充実

何でも相談できる窓口などの相談体制の充実

行政からの保健や福祉に関する情報提供の充実

重度障がい者の医療ケアを支える医療体制の充実

サービス利用手続きの簡素化

保健や福祉の専門的な人材育成と資質の向上

医療・保健・福祉・教育の連携強化

災害のときの避難誘導体制の整備・充実

地域と連携した防犯活動の充実

道路の段差解消など、バリアフリー化の推進

働く意欲のある方への就労支援の充実

障がい福祉サービス等を利用するときの利用料の負担軽減

自分の生活、財産、権利を守ってくれるサービスの充実

その他




